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組
ん
で
き
た
。

　

市
民
が
自
主
的
に
企
画
運
営
す

る
事
業
へ
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

自
分
達
の
ま
ち
は
自
分
達
が
作
る

と
い
う
意
識
の
下
、
地
域
の
創
意

工
夫
に
よ
る
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
推
進
の
た
め
に
は
、
地
域
住

民
の
交
流
促
進
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
活
発
化
が
重
要
に
な
る
こ

と
か
ら
、
先
進
地
事
例
等
を
参
考

に
し
て
、
本
市
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
の
上
で
、
よ
り
効
果
的

な
助
成
制
度
の
導
入
に
向
け
て
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・
本
市
に
お
け
る
放
射
能
対
策
の

現
況
と
今
後
に
つ
い
て

・
動
物
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
制
定
の
必
要
性
に
つ
い
て

自
治
体
の
人
材
育
成
の
考
え

方
に
つ
い
て

福田一夫　議員

地
域
課
題
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
形
成
し
、
政
策
立
案
化
し

て
い
く
地
域
主
権
型
組
織
確
立
に

向
け
、
行
政
改
革
大
綱
に
も
位
置

付
け
さ
れ
て
い
る
、
本
市
の
人
材

育
成
の
考
え
方
を
、
方
法
論
的
な

部
分
も
含
め
て
伺
う
。

本
市
で
は
、
職
員
の
よ
り
一

層
の
能
力
開
発
と
資
質
の
向

上
を
目
指
し
、
昨
年
度
、
土
浦
市

人
材
育
成
基
本
方
針
を
策
定
し
た
。

　

職
員
研
修
に
お
い
て
は
、
自
主

研
修
、
職
場
内
研
修
、
そ
し
て
職

場
外
研
修
、
部
局
実
施
研
修
の
４

つ
の
柱
を
中
心
に
、
組
織
一
体
と

な
っ
て
効
率
的
、
効
果
的
な
研
修

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
勤
務
評
定
制
度
を
平

成
18
年
度
か
ら
実
施
す
る
と
と
も

に
、
本
年
度
か
ら
目
標
管
理
制
度

を
導
入
し
、
職
員
の
主
体
的
な
知

恵
と
発
想
を
引
き
出
し
、
市
全
体

の
方
針
、
目
標
を
効
率
的
、
効
果

的
に
達
成
す
る
こ
と
で
よ
り
一
層

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指

し
て
い
る
。

　

こ
の
他
、
担
当
職
務
へ
の
適
性

や
新
た
な
職
務
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
意
欲
を
把
握
す
る
意
向
調
査
を

実
施
す
る
な
ど
、
能
力
と
意
欲
の

あ
る
職
員
の
育
成
に
努
め
て
お
り
、

今
後
も
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て

職
員
の
育
成
を
行
い
、
組
織
力
の

向
上
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・
人
事
評
価
制
度
と
外
郭
団
体
と

の
人
材
交
流
に
つ
い
て

・
職
員
の
海
外
派
遣
条
例
に
つ
い

て

質
問

市
長

水
道
事
業
に
お
け
る
旧
土
浦

市
区
の
不
明
水
の
ば
ら
つ
き

の
原
因
に
つ
い
て

古沢喜幸　議員

水
道
事
業
に
お
い
て
、
旧
土

浦
市
区
の
不
明
水
量
が
乱
高

下
す
る
こ
と
は
、
人
為
的
に
大
量

に
水
抜
き
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
原

因
の
徹
底
解
明
を
求
め
る
。

配
水
場
か
ら
配
水
さ
れ
た
水

量
と
各
家
庭
や
事
業
所
で
使

用
さ
れ
た
水
量
の
差
が
不
明
水
量

で
あ
り
、
そ
の
内
、
水
道
本
管
か

ら
の
漏
水
等
の
原
因
の
特
定
で
き

る
も
の
と
、
原
因
が
特
定
で
き
な

い
使
途
不
明
水
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
、
不
明
水
量
の
約
68
％
が
原

因
の
特
定
で
き
な
い
使
途
不
明
水

と
な
っ
て
い
る
。

　

使
途
不
明
水
の
ば
ら
つ
き
の
原

因
の
調
査
結
果
は
、
使
用
水
量
の

検
針
日
の
ず
れ
と
、
季
節
に
よ
る

使
用
水
量
の
変
動
の
影
響
が
考
え

ら
れ
、
配
水
量
の
増
加
が
水
道
管

内
の
圧
力
を
上
昇
さ
せ
、
よ
り
多

く
の
量
が
漏
水
と
な
っ
て
流
れ
出

す
こ
と
が
不
明
水
量
の
変
動
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
一
つ
の
要

因
と
考
え
て
い
る
。

　

現
時
点
に
お
い
て
は
、
不
明
水

の
主
た
る
原
因
は
、
漏
水
が
一
番

有
力
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
漏

水
箇
所
の
早
期
発
見
や
計
画
的
な

水
道
管
の
布
設
替
え
の
実
施
に
よ

り
、
使
途
不
明
水
減
少
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・
最
低
賃
金
を
保
証
で
き
る
入
札

制
度
の
確
立
を

・
水
道
事
業
で
の
新
治
地
区
の
有

収
率
低
下
の
原
因
に
つ
い
て

・
市
営
住
宅
の
家
賃
減
免
制
度
と

入
居
資
格
の
改
善
に
つ
い
て

質
問

建
設
部
長

常
任
委
員
会

各常任委員会で
は、議会活動の一
層の充実を図るた
め、先進都市の優
れた行政や施設な
どを視察し、今後
のまちづくりに役
立てていきます。

―
行
政
視
察
―

【
総
務
委
員
会
】

期
日
▼
平
成
24
年
７
月９

日
〜
11
日

場
所
▼
北
海
道
千
歳
市

　
　
　

苫
小
牧
市
・
帯
広
市

内
容
▼
入
札
制
度
の
公
平
性
、
透

明
性
、
客
観
性
及
び
競
争
性
を
確

保
し
、
よ
り
一
層
の
向
上
に
資
す

る
た
め
、
千
歳
市
の
事
後
審
査
型

条
件
付
一
般
競
争
入
札
制
度
を
視

察
し
ま
し
た
。
入
札
参
加
手
続
き

を
簡
略
化
し
た
結
果
、
入
札
参
加

業
者
が
大
幅
に
増
加
し
競
争
性
を

確
保
し
て
い
る
と
と
も
に
、
入
札

後
に
落
札
候
補
者
の
資
格
審
査
を

行
う
こ
と
で
期
間
短
縮
を
図
り
早

期
発
注
を
実
現
し
て
お
り
、
大
変

参
考
と
な
る
事
例
で
あ
り
ま
し
た
。

　

苫
小
牧
市
で
は
人
口
減
少
社
会

の
進
展
に
対
応
す
る
た
め
、「
ま

ち
な
か
再
生
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
視
察
し
ま
し
た
。
都
市
の

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
に
よ
り
ま

ち
な
か
再
生
を
実
現
す
る
た
め
、

「
市
営
住
宅
ま
ち
な
か
移
転
事
業
」

な
ど
を
国
の
補
助
金
を
活
用
し
な

が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
帯
広
市
で
は
自
治
体
の

憲
法
と
い
わ
れ
る
「
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
」に
つ
い
て
研
修
し
ま

し
た
。
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
実

効
性
の
あ
る
条
例
と
す
る
た
め
、

よ
り
多
く
の
市
民
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
の
方
策
を
実
施
し
て
お

り
、
大
変
参
考
と
な
る
事
例
で
あ

り
ま
し
た
。


